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一

旧
中
国
法
の
公
開
性

前
稿
「
旧
中
国
の
罪
刑
法
定
主
義
の
存
在
に
つ
い
て
」
(本
誌
第
六
十
五
巻
第
三
号
掲
載
）
で
、
旧
中
国
(帝
政
時
代
の
中
国
。
以
下
、

単
に
「
中
国
」
と
記
す
。）
に
は
真
の
罪
刑
法
定
主
義
は
存
在
し
な
か
っ
た
、
と
す
る
意
見
が
跡
を
絶
た
な
い
原
因
と
し
て
、
明
治
期
に

我
が
国
が
中
国
流
の
刑
法
を
捨
て
て
西
欧
流
の
刑
法
に
切
り
換
え
た
こ
と
が
無
意
味
で
あ
っ
た
と
は
思
い
た
く
な
い
、
と
い
う
研
究
者
の

潜
在
意
識
を
挙
げ
た
。
し
か
し
、
個
人
の
潜
在
意
識
に
踏
み
込
む
よ
う
な
失
礼
な
こ
と
を
し
な
く
て
も
、
原
因
を
も
う
一
つ
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
中
国
の
法
律
は
人
民
に
公
開
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
誤
解
で
あ
る
。
罪
刑
法
定
主
義
の
目
的
は
、
人
民
が

法
律
を
盾
に
取
っ
て
官
吏
の
横
暴
か
ら
身
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
と
、
ど
の
よ
う
な
行
為
が
罪
に
な
る
か
を
あ
ら
か
じ

め
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
民
が
刑
罰
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
法
律
が
人
民
に
公
開
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
、
罪
刑
法
定
主
義
の
目
的
が
果
た
せ
な
い
。

宮
崎
市
定
「
宋
元
時
代
の
法
制
と
裁
判
機
構
」
(『
全
集
11
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
。
初
出
は
一
九
五
四
年
。）
は
、「
宋
代

の
人
民
は
、
ど
ん
な
法
に
よ
っ
て
裁
判
さ
れ
る
か
を
少
し
も
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。」
(一
五
六
頁
）、「
法
は
官
の
も
の
で
あ
っ
て
人

民
の
も
の
で
は
な
く
、
人
民
は
法
を
知
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」
(一
七
六
頁
）、「
法
は
官
府
に
あ
る
べ
き
も
の
で
、
人
民
は
法
を

知
っ
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
思
想
は
、
大
体
宋
代
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。」
(二
〇
六
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

滋
賀
秀
三
「
清
朝
時
代
の
刑
事
裁
判
」
(『
清
代
中
国
の
法
と
裁
判
』
所
収
、
創
文
社
、
昭
和
五
十
九
年
。
初
出
は
一
九
六
〇
年
。）
は
、

清
朝
の
刑
事
司
法
に
は
「
官
僚
を
拘
束
す
る
原
理
と
し
て
確
か
に
罪
刑
法
定
主
義
が
存
在
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
(中
略
）
皇
帝
を
頭
と

し
官
僚
を
手
足
と
す
る
統
治
機
構
を
一
方
に
お
き
、
こ
れ
と
人
民
と
を
対
立
さ
せ
た
と
き
、
両
者
の
間
に
立
て
ら
れ
た
約
束
と
し
て
存
在

旧
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し
た
の
で
な
く
、
頭
た
る
皇
帝
に
よ
っ
て
手
足
た
る
官
僚
に
課
さ
れ
た
、
統
治
機
構
の
内
部
規
律
と
し
て
の
み
存
在
し
た
の
で
あ
る
。」

(七
十
八
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。「
罪
刑
法
定
主
義
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、「
統
治
機
構
の
内
部
規
律
」
を
「
罪
刑
法
定
主

義
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、「
裁
判
の
手
続
的
規
制
も
ま
た
、
官
僚
機
構
の
内
部
規
律
と
し
て
存
在
し
、
そ
の
遵
守
は
、
(中

略
）
違
反
し
た
官
僚
に
対
す
る
上
か
ら
の
懲
戒
処
分
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
、
人
民
は
た
だ
そ
の
反
射
的
な
利
益
を
受
け
る
に
止
ま
っ
た
。」

(七
十
八
頁
か
ら
九
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。「
内
部
規
律
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
か
ら
に
は
、
そ
の
「
規
律
」
は
人
民
に
公
開
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
実
際
は
中
国
で
は
、
法
律
は
、
少
な
く
と
も
人
民
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
人
民
に
公
開
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。『
春

秋
左
氏
伝
』
昭
公
六
年
三
月
条
に
附
さ
れ
た
孔
穎
達
の
「
正
義
」
に
、「
魏
の
李
悝
は
『
法
経
六
篇
』
を
作
り
、
漢
の
蕭
何
は
『
九
章
律
』

を
造
り
、
天
下
に
頒
か
ち
、
人
民
に
公
開
し
ま
し
た
。
秦
漢
以
来
、
こ
の
方
法
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。」
(原
文
。
李
悝
作
法
、

蕭
何
造
律
、
頒
於
天
下
、
懸
示
兆
民
。
秦
漢
以
来
、
莫
之
能
革
。）
と
記
さ
れ
て
い
る
(前
稿
「
一
日
も
律
無
か
る
可
か
ら
ず
」
(本
誌
第

六
十
五
巻
第
五
号
掲
載
）
を
参
照
。）。
孔
穎
達
(六
四
八
年
歿
）
が
生
き
た
唐
代
ま
で
だ
け
で
は
な
い
。
後
で
説
明
す
る
よ
う
に
、
宋
代

以
降
も
法
律
は
人
民
に
公
開
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

滋
賀
前
掲
論
文
は
、「
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
(清
朝
の
制
度
で
は
。
佐
立
注
）
上
訴
の
道
は
(中
略
）
広
く
開
か
れ
て
お
り
な
が
ら
も
、

法
の
解
釈
を
争
う
性
質
の
上
訴
は
絶
無
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
(中
略
）
上
訴
に
限
ら
ず
一
般
に
、
法
の
適
用
は
法
廷
で

争
わ
る
べ
き
問
題
で
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。」
(三
十
六
頁
か
ら
七
頁
）
と
述
べ
、「
そ
れ
は
宋
代
に
お
い
て
も
同

様
で
あ
り
、「
法
は
官
の
も
の
で
あ
っ
て
人
民
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
。」
(五
十
四
頁
注
(154
））
と
、
宮
崎
前
掲
論
文
の
一

節
(上
掲
）
を
引
い
て
い
る
。
ま
た
、「
法
の
適
用
は
も
っ
ぱ
ら
官
の
仕
事
で
あ
っ
て
、
法
廷
に
お
い
て
当
事
者
が
争
う
べ
き
性
質
の
も

関
法
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の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。」
(六
十
九
頁
か
ら
七
十
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
、
南
宋
の
地
方
官
の
裁
判
判
決
文
を
集
め
た
『
名
公
書
判
清
明
集
』
を
読
む
と
、
民
間
人
の
訴
訟
当
事
者
が
自
ら
法
律
を
援
用

し
、
さ
ら
に
は
自
ら
法
律
解
釈
を
行
っ
た
実
例
を
、
少
数
な
が
ら
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
(前
稿
「『
清
明
集
』
の
「
法
意
」
と
「
人

情
」」
(梅
原
郁
編
『
中
国
近
世
の
法
制
と
社
会
』
所
収
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
平
成
五
年
）
を
参
照
。）。
ま
た
、
中
島
楽
章

『
明
代
郷
村
の
紛
争
と
秩
序
』
(汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
年
。
第
四
章
一
六
二
頁
か
ら
四
頁
）
は
、「
民
」
で
あ
る
訴
訟
当
事
者
が
、
徽
州

府
の
裁
判
官
の
審
問
に
答
え
て
、「
故
ら
に
遠
年
産
土
の
事
例
に
違
っ
て
い
る
」
と
相
手
方
を
非
難
し
た
、
成
化
二
十
三
年
(一
四
八
七
）

の
「
供
状
」
を
紹
介
し
て
、「
朝
廷
で
制
定
さ
れ
た
事
例
が
、
民
間
レ
ヴ
ェ
ル
ま
で
周
知
さ
れ
、
訴
訟
当
事
者
の
供
状
に
お
い
て
法
源
と

し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
明
代
中
期
ご
ろ
の
地
方
裁
判
の
過
程
で
、
必
ず
し
も
非
実
定
的
な
「
情
理
」
だ
け
で
は
な
く
、
当
事

者
に
よ
り
国
法
の
条
文
が
引
照
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。」
と
述
べ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
滋
賀
前
掲
論
文
は
、「
審
理
中
に
官
か
ら
不
法
な
虐
待
を
受
け
た
と
き
、
被
害
者
は
た
だ
ち
に
上
訴
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
般
に
人
民
は
、
官
吏
に
不
法
が
あ
っ
た
と
き
、
そ
の
事
実
を
い
つ
で
も
監
督
の
立
場
に
あ
る
上
級
機
関
に
訴
え
出
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
あ
り
、
裁
判
に
関
連
す
る
不
法
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。」
(三
十
三
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
人
民
が
官
吏
の
「
不
法
」

を
訴
え
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
何
ら
か
の
法
律
を
適
用
す
れ
ば
罪
に
な
る
行
為
を
官
吏
が
行
っ
た
事
実
を
人
民
が
訴
え
る
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
訴
状
の
中
で
、
あ
る
い
は
法
廷
で
、
そ
の
法
律
の
条
文
を
引
用
し
な
く
て
も
、
人
民
が
そ
の
法
律
の
適
用
を
裁
判

官
に
求
め
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

滋
賀
前
掲
論
文
は
、「
法
と
は
、
君
主
こ
れ
を
定
め
、
官
僚
こ
れ
を
守
り
、
人
民
は
そ
の
反
射
的
効
果
を
享
受
す
る
に
す
ぎ
な
い
も
の

で
あ
っ
た
。「
夫
れ
敢
え
て
法
を
議
せ
ざ
る
者
は
衆
庶
な
り
。
死
を
以
て
〔
法
を
〕
(原
注
）
守
る
者
は
有
司
な
り
。
時
に
因
っ
て
法
を
変

旧
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ず
る
者
は
賢
主
な
り
」
(呂
氏
春
秋
・
察
今
）
(原
注
）
と
い
う
、
明
ら
か
に
法
家
の
思
想
に
由
来
す
る
一
語
の
う
ち
に
、
以
後
二
千
年
に

わ
た
る
中
国
の
法
の
あ
り
方
が
(中
略
）
卜
せ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。」
(七
十
九
頁
か
ら
八
十
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
し

か
し
、『
呂
氏
春
秋
』
慎
大
覧
、
察
今
の
「
敢
え
て
法
を
議
せ
ざ
る
者
は
衆
庶
な
り
。」
と
い
う
文
は
、
人
民
は
法
律
の
適
用
を
裁
判
官
に

求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
意
味
で
は
な
く
て
、
人
民
は
法
律
の
内
容
の
善
し
悪
し
を
議
論
し
た
り
、
法
律
の
改
正
を
提
案
し
た

り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
官
僚
は
法
律
の
改
正
を
提
案
す
る
こ
と
は
で
き
る
け
れ
ど
も
、
現
行
の
法
律
を
遵
守

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
君
主
だ
け
が
時
勢
に
応
じ
て
法
律
を
改
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
『
呂
氏
春
秋
』
は
述
べ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

中
国
で
は
二
千
年
以
上
も
前
か
ら
、
法
律
が
人
民
に
公
開
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
人
民
は
、
官
吏
の
横
暴
か
ら
身
を
守
り
、
自
分
の

権
利
を
守
る
た
め
に
、
公
開
さ
れ
た
法
律
の
適
用
を
裁
判
官
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
中
国
で
は
法
律
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
公
開
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
旧
中
国
の
法
律
公
開
の
方
法
を
次
節
で
箇
条

書
き
に
し
て
紹
介
す
る
。

二

法
律
公
開
の
方
法

旧
中
国
で
人
民
に
法
律
を
公
開
す
る
方
法
は
、
次
の
四
種
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ア
、
掲
示
す
る
方
法
、
イ
、
官
員
が
教
え
る

方
法
、
ウ
、
科
挙
の
受
験
勉
強
用
に
入
手
さ
せ
る
方
法
、
エ
、
印
刷
し
て
販
売
す
る
方
法
で
あ
る
。
以
下
に
順
番
に
説
明
す
る
。

ア
、
掲
示
す
る
方
法

旧
中
国
で
は
、
ハ
ン
ム
ラ
ビ
法
典
や
ロ
ー
マ
の
十
二
表
法
の
よ
う
に
一
つ
の
法
典
の
全
部
を
一
括
し
て
掲
示
し
た
例
は
、
春
秋
時
代
の

関
法
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鄭
の
刑
鼎
(前
五
三
六
年
）
及
び
晋
の
刑
鼎
(前
五
一
三
年
）
の
他
に
は
存
在
し
な
い
。
中
国
の
為
政
者
は
、
法
典
の
全
条
文
を
人
民
が

い
つ
で
も
簡
単
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
、
人
民
は
、
欲
が
深
い
の
で
、
自
分
の
身
体
や
財
産
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

も
な
い
の
に
、
法
律
の
規
定
を
拠
り
所
に
し
て
、
少
し
で
も
利
益
を
得
よ
う
と
し
て
、
訴
訟
を
起
こ
し
、
そ
の
結
果
、
訴
訟
の
数
が
爆
発

的
に
増
加
し
て
し
ま
う
、
と
恐
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
当
に
自
分
の
身
体
や
財
産
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
人
民
だ
け
が
、
そ
れ
に
対
抗

す
る
助
け
と
な
る
法
律
を
知
る
機
会
を
与
え
ら
れ
さ
え
す
れ
ば
十
分
で
あ
る
、
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
法
典
の
全
条
文

を
人
民
が
い
つ
で
も
簡
単
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
か
な
い
と
、
人
民
は
自
分
の
身
体
や
財
産
を
守
っ
て
く
れ
る
法
律
の
存

在
に
気
づ
き
に
く
い
し
、
罪
に
な
る
行
為
を
人
民
が
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
、
と
い
う
罪
刑
法
定
主
義
の
も
う
一
つ
の
目
的

を
達
成
し
に
く
い
。

一
つ
の
法
典
の
全
部
を
一
括
し
て
掲
示
す
る
こ
と
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
新
し
く
定
め
ら
れ
た
単
行
法
令
や
法
典
の
中
の
一

条
な
い
し
数
条
を
掲
示
す
る
こ
と
は
行
わ
れ
て
い
た
。『
晋
書
』
刑
法
志
に
拠
れ
ば
、
制
定
さ
れ
た
ば
か
り
の
晋
律
か
ら
「
死
罪
の
条
目
」

を
抜
き
出
し
て
、
宿
駅
に
掲
げ
て
人
民
に
示
す
こ
と
が
奏
請
さ
れ
、
武
帝
は
そ
れ
を
許
可
し
た
、
と
い
う
。

日
本
の
『
養
老
令
』
の
「
公
式
令
」
に
、「
詔
勅
を
頒
行
し
て
、
百
姓
の
事
に
関
わ
る
者
は
、
行
下
し
て
郷
に
至
ら
ば
皆
、
里
長
・
坊

長
を
し
て
部
内
を
巡
歴
し
て
百
姓
に
宣
示
せ
し
め
、
人
を
し
て
曉
悉
せ
し
む
。」
と
い
う
条
文
が
あ
る
。
中
村
裕
一
『
唐
代
制
勅
研
究
』

(汲
古
書
院
、
一
九
九
一
年
）
は
、
こ
の
条
文
「
に
対
応
す
る
唐
公
式
令
の
条
文
は
、
そ
の
逸
文
ら
し
き
も
の
も
発
見
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
(中
略
）
当
然
存
在
し
て
い
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。」
(第
五
章
第
三
節
、
九
〇
三
頁
か
ら
四
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。『
冊
府
元

亀
』
巻
六
十
三
、
帝
王
部
、
発
号
令
に
「
(開
元
）
十
六
年
(七
二
八
）
六
月
、
詔
し
て
曰
く
、
凡
そ
制
令
を
宣
布
す
る
は
皆
、
人
の
為

め
に
す
る
所
以
な
り
。
聞
く
な
ら
く
、
州
県
、
勅
を
承
け
、
多
く
は
百
姓
に
告
示
せ
ず
。
咸み

な

(『
唐
大
詔
令
集
』
(鼎
文
書
局
印
行
）
巻
一

旧
中
国
の
法
律
公
開
の
方
法
に
つ
い
て
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一
〇
、
令
州
県
以
制
敕
告
示
百
姓
敕
は
「
咸
」
字
な
し
。）
閭
巷
の
間
を
し
て
旨
意
を
知
ら
ざ
ら
し
む
。
是
れ
何
の
道
理
な
る
か
。
(中

略
）
あ
ら
ゆ
る
制
勅
処
分
の
事
等
は
、
(中
略
）
百
姓
を
し
て
咸み

な

知
ら
し
め
よ
。
(後
略
）
と
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
(中
村
前
掲
著
書
、

九
〇
三
頁
）。

南
宋
の
『
慶
元
勅
令
格
式
』
の
条
文
を
事
項
ご
と
に
分
け
て
収
載
し
た
『
慶
元
条
法
事
類
』
の
巻
十
六
、
文
書
門
、
詔
勅
条
制
に
、

「
手
詔
及
び
寛
恤
事
件
も
し
く
は
条
制
を
被
受
し
て
、
(中
略
）
事
、
ま
さ
に
民
間
に
通
知
す
べ
き
者
は
、
(州
県
が
）
所
属
す
る
監
司
、

(州
県
に
）
印
給
し
て
、
要
会
の
処
に
牓
せ
し
む
。」
と
い
う
「
職
制
令
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
手
詔
及
び
寛
恤
事
件
を
奉
行

し
て
違
戻
す
る
者
は
、
人
の
越
訴
す
る
を
許
す
。」
と
い
う
「
辞
訟
令
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
人
が
集
ま
る
場
所
に
掲
示
さ
れ
た
詔
文

を
拠
り
所
に
し
て
、
人
民
は
官
吏
の
不
法
を
訴
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

後
唐
の
長
興
二
年
(九
三
一
）
及
び
北
宋
の
太
平
興
国
八
年
(九
八
三
）
に
、
唐
令
の
「
儀
制
令
」
の
「
賤
は
貴
を
避
け
、
少
は
長
を

避
け
、
軽
は
重
を
避
け
、
去
は
来
を
避
く
。」
と
い
う
条
文
を
刻
ん
だ
木
牌
が
、
全
国
の
交
通
の
要
所
に
立
て
ら
れ
た
(前
稿
「
ゆ
く
人

来
る
人
」
(本
誌
第
六
十
二
巻
第
一
号
掲
載
）
を
参
照
。）。

清
の
嘉
慶
年
間
(一
七
九
六
～
一
八
二
〇
）
に
保
定
府
・
大
名
府
・
広
平
府
・
天
津
府
の
知
府
を
歴
任
し
た
張
五
緯
は
、
清
律
の
誣
告

条
・
一
人
殺
死
数
人
条
・
闘
殴
条
・
強
盗
条
・
窃
盗
条
・
詈
罵
条
・
賭
博
条
等
を
註
解
し
て
、
悪
事
を
行
わ
な
い
よ
う
人
民
を
諭
す
告
示

を
、
こ
れ
ら
の
府
の
属
州
県
に
頒
発
し
て
、
掲
示
さ
せ
て
人
民
に
読
ま
せ
た
。
こ
れ
ら
の
告
示
は
『
講
求
共
済
録
』
の
「
示
」
の
巻
(楊

一
凡
・
王
旭
編
『
古
代
榜
文
告
示
彙
存
』
第
八
冊
所
収
、
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
道
光

九
年
(一
八
二
九
）
に
成
都
府
の
知
府
に
任
じ
ら
れ
た
劉
衡
が
、
所
属
の
州
県
に
命
じ
て
掲
示
さ
せ
て
人
民
に
読
ま
せ
た
「
民
に
勧
め
て

切
に
生
を
軽
ん
ず
る
こ
と
勿
か
ら
し
む
」
と
題
す
る
告
示
に
は
、
自
殺
に
関
わ
る
三
つ
の
条
例
の
条
文
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
告
示

関
法
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は
『
庸
吏
庸
言
』
(前
掲
『
古
代
榜
文
告
示
彙
存
』
第
八
冊
所
収
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
告
示
は
、
次
の
イ
、
官
員
が
教
え

る
方
法
に
分
類
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

イ
、
官
員
が
教
え
る
方
法

『
史
記
』
巻
六
、
秦
始
皇
本
紀
に
「
三
十
四
年
(前
二
一
三
）、
(中
略
）
丞
相
李
斯
曰
く
、
(中
略
）
今
、
天
下
已
に
定
ま
り
、
法
令
、

一
よ
り
出
づ
。
百
姓
、
家
に
当
た
り
て
は
則
ち
農
工
に
力つ

と

む
。
士
な
れ
ば
則
ち
法
令
・
辟
禁
(辟
は
法
。）
を
学
習
す
。
(中
略
）
も
し
法

令
を
学
ぶ
有
ら
ん
と
欲
す
る
も
の
は
、
吏
を
以
て
師
と
為
さ
ん
。
と
。
制
し
て
曰
く
、
可
、
と
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
吏
」
は
、
漢
制

で
は
、
丞
相
か
ら
、
秩
百
石
以
下
の
佐
史
ま
で
を
指
す
(『
漢
書
』
巻
十
九
上
、
百
官
公
卿
表
）。
こ
こ
に
出
て
く
る
「
吏
」
は
、
後
世
の

「
胥
吏
」
で
は
な
く
「
官
員
」
に
当
た
る
。「
百
姓
は
農
工
に
つ
と
め
、
士
は
法
令
を
学
習
す
る
。」
と
あ
る
け
れ
ど
も
、「
士
」
(官
僚
の

家
柄
の
人
）
だ
け
が
、
吏
を
師
と
し
て
法
令
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
趣
旨
で
は
あ
る
ま
い
。「
百
姓
」
即
ち
庶
民
も
ま
た
、
家

業
を
行
う
と
き
に
は
(家
に
当
た
り
て
は
。
当
家
）
農
工
に
励
み
、
そ
の
余
暇
を
利
用
し
て
、
吏
を
師
と
し
て
法
令
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
、
と
い
う
趣
旨
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
始
皇
帝
が
即
位
二
十
八
年
(前
二
一
九
）
に
琅
邪
台
に
立
て
さ
せ
た
石
刻
に

「
黔
首
(民
の
こ
と
）
安
寧
、
兵
革
を
用
い
ず
。
六
親
、
相
い
保
し
、
終
に
寇
賊
無
し
。
驩
欣
し
て
教
を
奉
じ
、
尽
く
法
式
を
知
る
。」

(『
史
記
』
巻
六
）
と
あ
る
よ
う
に
、
秦
朝
で
は
人
民
は
「
法
式
」
を
尽
く
知
っ
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

『
商
君
書
』
定
分
篇
に
、
法
令
を
吏
民
に
明
確
に
知
ら
せ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
と
い
う
秦
の
孝
公
の
質
問
に
対
し
て
、
公
孫

鞅
が
、
法
官
を
置
い
て
天
下
の
師
と
し
て
、
法
令
を
知
ろ
う
と
す
る
吏
民
は
法
官
に
問
う
よ
う
に
す
る
、
と
提
案
し
た
、
と
記
さ
れ
て
い

る
(前
稿
「
法
令
は
民
の
命
な
り
」
(本
誌
第
六
十
五
巻
第
四
号
掲
載
）
を
参
照
。）。
こ
の
記
述
は
、
吏
を
以
て
師
と
為
さ
ん
、
と
李
斯

旧
中
国
の
法
律
公
開
の
方
法
に
つ
い
て
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が
始
皇
帝
に
提
案
し
た
事
実
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

人
民
が
「
吏
を
以
て
師
と
為
し
」
て
法
律
を
学
ん
だ
確
か
な
実
例
は
、
秦
代
の
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
降
の
比
較
的
古
い
時
代
の
も
の
は
、

ま
だ
見
つ
け
て
い
な
い
。
後
世
の
例
で
あ
る
が
、『
金
史
』
巻
一
二
七
、
隠
逸
、
王
汝
梅
伝
に
「
始
め
律
学
に
由
り
て
伊
陽
簿
と
為
る
。

秩
、
満
ち
、
遂
に
隠
居
し
て
仕
え
ず
。
(中
略
）
生
徒
、
法
経
を
以
て
学
に
就
く
者
、
兼
ね
て
授
く
る
に
経
学
を
以
て
す
。」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
科
挙
の
律
科
試
験
に
合
格
し
て
県
の
主
簿
と
な
っ
た
王
汝
梅
が
、
任
期
を
終
え
る
と
官
界
を
去
り
、
律
科
の
受
験
生
に
法
律
を
教

え
て
い
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
金
朝
の
科
挙
で
も
庶
民
の
受
験
が
許
さ
れ
て
い
た
か
ら
(奴
が
解
放
さ
れ
て
良
人
と
な
っ
た
者
の
子
孫

も
受
験
を
許
さ
れ
て
い
た
。『
金
史
』
巻
五
十
一
、
選
挙
志
）、
王
汝
梅
の
生
徒
の
中
に
は
庶
民
も
混
じ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

南
宋
時
代
に
著
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
著
者
不
明
の
『
州
県
提
綱
』
は
、
州
県
官
の
心
得
を
説
い
た
本
で
あ
る
。
そ
の
巻
二
に
「
理
無

き
者
に
示
す
に
法
を
以
て
す
」
と
題
す
る
次
の
よ
う
な
文
章
が
記
さ
れ
て
い
る
。

【和
訳
】

官
吏
で
す
ら
、
法
律
に
明
る
い
人
は
少
な
い
の
で
す
。
庶
民
は
田
野
で
生
ま
れ
育
ち
、
朝
夕
、
農
作
業
に
従
事
し
、
文
字
を
識
り
ま

せ
ん
。
ど
う
し
て
法
律
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
。
た
ま
に
文
字
を
識
る
人
が
い
て
も
、
あ
る
い
は
法
意
を
誤
認
し
、
あ
る
い

は
付
け
焼
き
刃
の
知
識
を
振
り
ま
わ
し
、
勝
手
に
自
分
に
理
が
あ
る
と
思
い
込
み
、
訴
訟
が
巧
み
な
人
に
謀
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

軽
率
に
も
勝
訴
に
よ
っ
て
獲
得
で
き
る
利
益
を
あ
て
に
し
て
、
争
わ
な
け
れ
ば
損
だ
と
い
う
勢
い
で
す
。
往
々
に
し
て
、
訴
訟
を
そ
そ

の
か
す
人
の
甘
言
に
乗
せ
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
拷
問
や
刑
罰
で
身
体
を
傷
つ
け
ら
れ
、
裁
判
に
金
を
注
ぎ
込
ん
で
破

産
す
る
に
至
っ
て
も
、
ま
だ
後
悔
し
な
い
有
り
様
で
す
。
ど
う
し
て
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
か
と
言
え
ば
、
自
分
が
正
し
い
と
信
じ
込
ん

関
法
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で
い
る
か
ら
で
す
。
も
し
自
分
に
理
が
無
い
と
わ
か
っ
て
い
れ
ば
、
ど
う
し
て
わ
ざ
わ
ざ
訴
訟
を
起
こ
す
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
州
県
の
裁
判
官
は
、
庶
民
は
無
知
で
あ
る
こ
と
を
常
に
念
頭
に
置
い
て
、
原
告
被
告
が
出
頭
す
れ
ば
、
必
ず
一
件
書
類
を

詳
し
く
検
討
し
、
当
事
者
を
何
度
も
詰
問
し
、
一
方
の
当
事
者
に
理
が
無
い
こ
と
が
わ
か
れ
ば
、
穏
や
か
な
表
情
で
、
そ
の
人
を
執
務

机
の
近
く
ま
で
呼
び
寄
せ
、
道
理
を
喩
し
、
利
害
を
説
き
、
さ
ら
に
自
ら
法
律
書
を
掲
げ
て
、
そ
の
人
に
見
せ
、
か
つ
、
条
文
の
句
ご

と
に
意
味
を
解
説
し
て
き
か
せ
ま
す
。
そ
し
て
、「
法
律
は
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
な
た
が
朝
廷
に
上
訴
し
た
と
し
て

も
全
く
同
じ
こ
と
で
す
。
も
し
今
日
、
法
を
曲
げ
て
あ
な
た
を
庇
っ
て
も
、
他
日
、
罪
を
受
け
る
結
果
に
終
わ
り
ま
す
。
あ
な
た
が
後

悔
す
れ
ば
、
寛
大
な
処
分
で
済
ま
せ
て
あ
げ
ま
す
が
、
後
悔
し
な
い
な
ら
、
あ
な
た
を
牢
獄
に
入
れ
て
取
り
調
べ
ま
す
よ
。」
と
告
げ

ま
す
と
、
多
少
で
も
も
の
の
わ
か
る
人
は
大
抵
す
ぐ
に
後
悔
し
ま
す
し
、
叩
頭
し
て
泣
き
な
が
ら
、「
私
が
争
い
ま
し
た
の
は
、
私
の

方
に
理
が
あ
る
と
教
え
た
人
が
い
た
か
ら
で
す
。
と
こ
ろ
が
法
律
は
こ
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
と
わ
か
り
ま
し
た
か
ら
に
は
、
私
は
こ

れ
以
上
、
何
を
主
張
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。」
と
言
う
人
も
い
ま
す
。
そ
し
て
、
相
手
に
譲
っ
て
二
度
と
争
わ
な
い
こ
と
を

誓
願
す
る
の
で
す
。
今
ま
で
、
こ
の
方
法
を
用
い
て
訴
訟
を
や
め
さ
せ
た
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
頑
固
に
も
後
悔
し
な
い
場
合
に
は

じ
め
て
、
そ
の
人
を
牢
獄
に
入
れ
て
、
法
律
通
り
に
処
分
し
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
そ
の
後
は
大
抵
、
勧
告
に
従
わ
な
い
者
は
少
な
く

な
り
ま
す
。
も
し
、
ま
ず
丁
寧
に
法
律
を
示
す
こ
と
な
く
、
い
き
な
り
刑
罰
を
加
え
た
な
ら
、
そ
の
人
が
、
な
お
も
、
罪
も
な
い
の
に

罰
せ
ら
れ
た
と
思
い
込
ん
で
、
ま
す
ま
す
強
く
争
っ
て
や
ま
な
い
の
も
当
然
で
す
。

滋
賀
前
掲
「
清
朝
時
代
の
刑
事
裁
判
」
は
、「
治
者
と
被
治
者
と
が
一
つ
の
法
共
同
体
を
な
す
と
い
う
関
係
―
―
何
が
お
互
の
間
の
法

で
あ
る
か
を
語
る
裁
判
官
、
そ
の
声
に
耳
を
傾
け
て
己
れ
ら
の
法
意
識
を
確
か
め
合
う
民
衆
と
い
う
姿
―
―
が
帝
制
中
国
に
は
存
在
し
な

旧
中
国
の
法
律
公
開
の
方
法
に
つ
い
て
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か
っ
た
。」
(八
十
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、『
州
県
提
綱
』
の
こ
の
文
章
の
中
に
は
、
ま
さ
し
く
「
何
が
お
互
の
間
の
法
で
あ
る

か
を
語
る
裁
判
官
、
そ
の
声
に
耳
を
傾
け
る
民
衆
と
い
う
姿
」
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ウ
、
明
法
科
の
受
験
勉
強
用
に
入
手
さ
せ
る
方
法

唐
の
高
宗
は
永
徽
三
年
(六
五
二
）
五
月
に
、「
律
の
解
釈
学
に
は
定
ま
っ
た
注
釈
が
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
年
ご
と
の
明
法

科
の
受
験
生
に
は
学
習
の
拠
り
所
が
あ
り
ま
せ
ん
。
律
を
理
解
し
て
い
る
人
を
広
く
召
し
て
、
注
釈
を
作
っ
て
奏
聞
し
て
下
さ
い
。」
と

詔
し
て
、
中
書
・
門
下
の
監
督
の
下
に
、
律
の
注
釈
書
を
撰
定
さ
せ
た
。
三
十
巻
の
『
律
疏
』
が
成
り
、
四
年
十
月
九
日
に
た
て
ま
つ
ら

れ
、
高
宗
は
詔
し
て
天
下
に
頒
た
せ
た
(『
唐
会
要
』
巻
三
十
九
、
定
格
令
。
原
文
。
至
(永
徽
）
三
年
五
月
、
詔
、
律
学
未
有
定
疏
、

毎
年
所
挙
明
法
、
遂
無
憑
準
。
宜
広
召
解
律
人
、
修
義
疏
秦
聞
。
仍
使
中
書
門
下
監
定
参
撰
。
律
疏
成
。
三
十
巻
。
(中
略
）
四
年
十
月

九
日
、
上
之
。
詔
頒
于
天
下
。）。『
通
典
』
巻
五
十
三
、
吉
礼
、
大
学
に
「
大
唐
(中
略
）
西
京
国
子
監
、
六
学
を
領
す
。
(中
略
）
四
に

律
学
と
曰
う
。
生
徒
五
十
人
。
注
。
年
十
八
以
上
、
二
十
五
以
下
を
取
る
。
八
品
九
品
の
子
孫
及
び
庶
人
の
法
令
に
習
う
者
を
以
て
之
れ

と
為
す
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
唐
の
律
学
に
は
庶
民
も
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
す
る
と
、
律
学
の
生
徒
で
あ
る
庶
民
は
、

『
律
疏
』
を
筆
写
す
る
、
あ
る
い
は
筆
写
さ
れ
た
『
律
疏
』
を
入
手
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
、
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、

庶
民
が
律
学
に
入
学
す
る
点
に
つ
い
て
言
え
ば
、
イ
、
官
員
が
教
え
る
方
法
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
宋
会
要
輯
稿
』
選
挙
十
二
、
仁
宗
天
聖
三
年
(一
〇
二
五
）
条
に
「
十
一
月
、
国
子
監
言
う
、
諸
科
(進
士
科
以
外
の
科
）
の
挙
人

(受
験
者
）
は
、
唯
だ
明
法
一
科
の
み
、
律
文
及
び
疏
、
未
だ
印
本
有
ら
ず
。
こ
こ
に
真
本
(正
し
い
テ
キ
ス
ト
）
を
得
て
習
読
す
る
こ

と
難
き
を
致
す
。
欲
し
望
む
ら
く
は
、
官
を
差
し
て
校
定
し
、
雕
版
し
て
施
行
せ
ん
こ
と
を
。
と
。
(仁
宗
）
こ
れ
に
従
う
。」
と
記
さ
れ
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法
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て
い
る
。
同
じ
事
実
が
『
玉
海
』
巻
六
十
六
、
詔
令
、
律
令
下
、
天
聖
律
文
音
義
に
「
(天
聖
）
七
年
(一
〇
二
九
）
四
月
、
判
国
子
監

孫
奭
言
う
、
詔
に
准
り
、
律
文
及
び
疏
を
校
定
す
。
(中
略
）
律
文
音
義
一
巻
を
作
る
。
文
義
同
じ
か
ら
ざ
れ
ば
、
即
ち
訓
解
を
加
う
。

と
。
詔
し
て
崇
文
院
を
し
て
雕
印
せ
し
め
、
律
文
と
並
び
行
わ
し
む
。
是
れ
よ
り
先
、
(天
聖
）
四
年
(一
〇
二
六
。『
宋
会
要
輯
稿
』
選

挙
十
二
は
天
聖
三
年
と
記
す
。）
十
一
月
、
奭
言
う
、
諸
科
は
唯
だ
明
法
一
科
の
み
、
律
文
及
び
疏
、
未
だ
印
本
有
ら
ず
。
挙
人
、
真
本

を
得
て
習
読
す
る
こ
と
難
し
。
と
。
詔
し
て
国
子
監
直
講
楊
安
国
・
趙
希
言
・
王
圭
・
公
孫
覚
・
宋
祁
・
楊
中
和
を
し
て
校
勘
せ
し
め
、

判
監
孫
奭
・
馮
元
を
し
て
詳
校
せ
し
む
。
(天
聖
）
七
年
十
二
月
に
至
り
て
畢
る
。
鏤
板
し
て
頒
行
す
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
記
事
に
拠
れ
ば
、
北
宋
の
天
聖
七
年
に
明
法
科
の
受
験
者
の
学
習
用
に
、
律
文
と
律
疏
お
よ
び
『
律
文
音
義
』
が
崇
文
院

(秘
書
監
の
前
身
）
で
印
刷
さ
れ
、
頒
行
さ
れ
た
。
す
る
と
、
宋
朝
で
は
、
明
法
科
の
受
験
者
は
、
官
庁
が
印
刷
し
た
律
文
お
よ
び
律
疏

を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
宋
会
要
輯
稿
』
選
挙
十
四
、
発
解
に
「
淳
化
三
年
(九
九
二
）
三
月
二
十
一
日
、

詔
し
て
曰
わ
く
、
(中
略
）
も
し
是
れ
本
貫
な
ら
ず
、
及
び
工
商
雑
類
、
身
に
風
疾
有
り
、
眼
目
を
患
い
、
曽
て
刑
責
に
遭
う
の
人
は
、

並
び
に
解
送
の
限
り
に
在
ら
ず
。
(後
略
）
と
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
宋
朝
で
は
、「
工
商
雑
類
」
や
重
病
人
、
刑
責
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
人
を
除
い
て
、
庶
民
は
科
挙
を
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
(荒
木
敏
一
『
宋
代
科
挙
制
度
研
究
』
東
洋
史
研
究
会
、

一
九
六
九
年
。
六
十
八
頁
か
ら
七
十
九
頁
。
同
書
に
拠
れ
ば
、
僧
道
の
還
俗
し
た
者
お
よ
び
吏
人
も
科
挙
を
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。）。

北
京
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
宋
刻
の
『
律
』
十
二
巻
『
律
音
義
』
一
巻
は
、
天
聖
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
律
文
お
よ
び
『
律
音
義
』

を
南
宋
中
期
に
覆
刻
し
た
も
の
で
あ
る
(岡
野
誠
「
北
京
図
書
館
蔵
宋
刻
律
十
二
巻
音
義
一
巻
簡
介
」『
中
嶋
敏
先
生
古
稀
記
念
論
集

(上
巻
）』
所
収
、
一
九
八
〇
年
。
同
「
近
刊
の
景
宋
刊
本
律
附
音
義
に
つ
い
て
」『
法
律
論
叢
』
第
五
十
三
巻
第
一
・
二
合
併
号
掲
載
、

旧
中
国
の
法
律
公
開
の
方
法
に
つ
い
て
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明
治
大
学
法
律
研
究
所
、
一
九
八
〇
年
）。
そ
の
影
印
本
が
『
律
附
音
義
』
(上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
七
九
年
）
で
あ
る
。

な
お
、
律
文
お
よ
び
律
疏
が
印
刷
頒
行
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
言
え
ば
、
次
の
エ
、
印
刷
し
て
販
売
す
る
方
法
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

エ
、
印
刷
し
て
販
売
す
る
方
法

印
刷
し
て
販
売
す
る
方
法
は
、
Ａ
、
官
庁
が
印
刷
す
る
方
法
と
、
Ｂ
、
民
間
の
本
屋
あ
る
い
は
私
人
が
印
刷
す
る
の
を
政
府
が
許
可
ま

た
は
黙
認
す
る
方
法
と
の
二
つ
が
あ
る
。

Ａ
、
官
庁
が
印
刷
す
る
方
法

『
玉
海
』
巻
六
十
六
、
詔
令
、
律
令
下
、
建
隆
新
定
刑
統
・
編
勅
に
「
一
本
。
建
隆
四
年
(九
六
三
）
七
月
己
卯
、
工
部
尚
書
・
判
大

理
寺
竇
儀
、
建
隆
重
定
刑
統
三
十
巻
・
編
敕
四
巻
を
進

た
て
ま
つる

。
詔
し
て
大
理
寺
に
付
し
、
刻
板
摹
印
し
て
、
天
下
に
頒
行
せ
し
む
。」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
建
隆
重
定
刑
統
』
即
ち
『
宋
刑
統
』
お
よ
び
『
編
敕
』
に
つ
い
て
、
仁
井
田
陞
「
宋
代
法
典
刻
板
考
」
(『
補
訂
中

国
法
制
史
研
究
(法
と
慣
習
・
法
と
道
徳
）』
第
七
章
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
）
は
、「
こ
れ
が
宋
代
最
初
の
雕
板
法
典
で
あ

り
、
も
し
宋
前
に
法
典
の
刊
刻
が
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
が
ま
た
中
国
に
お
け
る
刻
板
法
典
の
最
初
の
も
の
と
な
る
。」
(一
四
一

頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
官
庁
が
法
典
を
印
刷
す
る
場
合
は
、
下
級
官
庁
あ
る
い
は
官
員
に
配
布
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
場
合
が
あ
る
か
ら
、

印
刷
さ
れ
た
法
典
を
人
民
が
入
手
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
、
建
隆
四
年
に
印
刷
さ
れ
た
『
宋
刑
統
』
は
人
民
も
入
手
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、『
宋
会
要
輯
稿
』
選
挙
十
二
、
明
経
科
、
太
宗
太
平
興
国
四
年
(九
七
九
）
条
に
「
十
一
月
十

関
法
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日
、
詔
し
て
曰
く
、
(中
略
）
自
今
、
礼
部
は
、
応

あ
ら
ゆ
る進

士
・
九
経
・
五
経
・
三
史
・
通
礼
・
三
礼
・
三
伝
の
引
試
の
日
、
宜
し
く
律
及
び

律
疏
の
中
に
於
い
て
、
義
三
五
条
を
問
う
べ
し
。
(後
略
）
と
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
太
宗
は
、『
宋
刑
統
』
が
印
刷
頒
行
さ
れ

た
建
隆
四
年
か
ら
十
六
年
後
の
太
平
興
国
四
年
に
、
進
士
科
お
よ
び
明
経
諸
科
の
試
験
で
、
律
お
よ
び
律
疏
の
問
題
を
出
す
よ
う
礼
部
に

命
じ
た
。
太
宗
が
こ
の
よ
う
な
命
令
を
下
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
律
お
よ
び
律
疏
を
収
め
て
い
る
『
宋
刑
統
』
を
、
庶
民
を
含
む
科
挙

の
受
験
者
が
入
手
す
る
こ
と
が
当
時
で
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
、
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

『
大
明
令
』
に
附
さ
れ
て
い
る
明
の
太
祖
の
洪
武
元
年
(一
三
六
八
）
正
月
十
八
日
の
聖
旨
に
「
朕
お
も
う
に
律
令
は
、
天
下
を
治
む

る
の
法
な
り
。
(中
略
）
こ
こ
に
命
じ
て
四
方
に
頒
行
せ
し
む
。
惟こ

れ
爾な

ん
じら

臣
庶
、
わ
が
至
意
を
体
せ
よ
。」
と
あ
り
、
洪
武
三
十
年
(一

三
九
七
）
五
月
に
作
ら
れ
た
「
御
製
大
明
律
序
」
に
「
編
写
し
て
書
を
成
す
。
中
外
に
刊
佈
し
、
臣
民
を
し
て
遵
守
す
る
と
こ
ろ
を
知
ら

し
む
。」
と
あ
る
。「
臣
庶
」「
臣
民
」
は
臣
と
庶
、
臣
と
民
、
す
な
わ
ち
官
員
と
人
民
と
い
う
意
味
で
あ
る
か
ら
、『
大
明
令
』
と
『
大
明

律
』
と
は
、
入
手
す
る
機
会
を
人
民
に
も
与
え
る
目
的
で
刊
行
さ
れ
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
る
と
、
官
庁
が
刊
行
し
た
『
大
明

令
』『
大
明
律
』
を
人
民
も
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。

明
の
周
弘
祖
(嘉
靖
三
十
八
年
(一
五
五
九
）
の
進
士
）
が
著
し
た
『
古
今
書
刻
』
(『
明
代
書
目
題
跋
叢
刊
』
下
冊
所
収
、
書
目
文
献

出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
の
上
編
に
拠
れ
ば
、『
大
明
令
』
と
『
大
明
律
』
と
は
、
次
に
掲
げ
る
中
央
お
よ
び
地
方
の
各
官
庁
か
ら
刊
行

さ
れ
て
い
た
。
内
府
(宦
官
が
掌
る
財
務
官
庁
）
か
ら
『
大
明
律
』『
大
明
令
』、
南
京
国
子
監
か
ら
『
大
明
令
』『
大
明
律
』、
南
直
隷
の

淮
安
府
か
ら
『
大
明
令
』、
浙
江
按
察
司
か
ら
『
大
明
律
』、
江
西
省
の
布
政
司
か
ら
『
大
明
律
』、
瑞
州
府
か
ら
『
大
明
律
』、
福
建
省
の

布
政
司
か
ら
『
大
明
律
』、
延
平
府
か
ら
『
大
明
令
』、
湖
広
按
察
司
か
ら
『
大
明
律
例
』
(「
例
」
は
『
問
刑
条
例
』。）、
河
南
布
政
司
か

ら
『
大
明
律
』。

旧
中
国
の
法
律
公
開
の
方
法
に
つ
い
て
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清
の
順
治
三
年
(一
六
四
六
）
五
月
に
作
ら
れ
た
「
御
製
大
清
律
序
」
に
、「
乃
ち
刊
布
を
允ゆ

る

す
。
名
づ
け
て
大
清
律
集
解
附
例
と
曰

う
。
(中
略
）
子
孫
臣
民
、
其
れ
世
世
こ
れ
を
守
れ
。」
と
あ
る
か
ら
、
清
律
お
よ
び
そ
れ
に
附
さ
れ
た
条
例
も
、
入
手
す
る
機
会
を
人
民

に
も
与
え
る
目
的
で
刊
行
さ
れ
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

Ｂ
、
民
間
の
本
屋
あ
る
い
は
私
人
が
印
刷
す
る
の
を
政
府
が
許
可
ま
た
は
黙
認
す
る
方
法

仁
井
田
前
掲
「
宋
代
法
典
刻
板
考
」
は
、「
宋
代
で
は
、
民
間
に
法
典
の
刻
板
を
許
さ
な
か
っ
た
。
も
し
こ
れ
を
鏤
刻
し
た
も
の
が
あ

る
と
き
は
、
こ
れ
を
処
罰
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
。」
(一
四
五
頁
）
と
述
べ
、
根
拠
と
し
て
『
慶
元
条
法
事
類
』
巻
十
七
、
文
書
門
、
雕

印
文
書
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
「
律
勅
令
格
式
・
刑
統
・
続
降
条
制
・
厤
日
を
私
雕
し
、
或
い
は
盗
印
す
る
者
は
、
各
々
杖
一
百
。
(注
。

(中
略
）
仍
お
千
里
に
編
管
す
。）
人
の
告
す
る
を
許
す
。」
と
い
う
「
雑
勅
」
の
条
文
、
編
勅
の
印
売
を
禁
じ
る
元
祐
三
年
(一
〇
八
八
）

三
月
一
日
の
詔
(『
宋
会
要
輯
稿
』
刑
法
二
之
三
十
七
）、
慶
歴
二
年
(一
〇
四
二
）
に
、
杭
州
仁
和
県
の
知
県
が
「
刑
統
律
疏
正
本
」
を

「
金
科
正
義
」
と
名
づ
け
て
印
売
し
た
た
め
に
罪
に
問
わ
れ
、
そ
の
板
木
が
破
毀
さ
れ
た
、
と
い
う
事
件
(『
宋
会
要
輯
稿
』
刑
法
二
之

二
十
六
）
を
挙
げ
て
い
る
。

ま
た
、
宮
崎
前
掲
「
宋
元
時
代
の
法
制
と
裁
判
機
構
」
も
、「
民
は
依
ら
し
む
べ
く
、
知
ら
し
む
べ
か
ら
ず
、
と
い
う
政
治
の
立
前
か

ら
言
え
ば
法
は
官
府
に
あ
れ
ば
十
分
で
あ
り
、
人
民
は
只
儒
教
の
教
え
る
所
に
従
っ
て
居
れ
ば
よ
い
。
寧
ろ
人
民
が
法
律
知
識
を
も
っ
て

い
る
の
は
、
政
治
に
害
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
、
法
律
書
は
宋
代
に
禁
書
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
代
の
刑
法
書
た

る
編
勅
は
勿
論
で
あ
る
が
、
既
に
歴
史
的
な
古
典
と
な
り
つ
つ
あ
る
刑
統
す
ら
も
板
行
を
禁
ぜ
ら
れ
て
い
た
。」
(一
九
八
頁
）
と
述
べ
、

根
拠
と
し
て
、
仁
井
田
論
文
が
挙
げ
る
史
料
の
他
、『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
一
一
九
、
景
祐
三
年
(一
〇
三
六
）
七
月
丁
亥
条
の
「
民
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間
に
て
編
敕
・
刑
書
を
私ひ

そ
かに

写
す
を
禁
じ
、
及
び
鏤
版
す
る
を
得
る
毌
か
ら
し
む
。」
と
い
う
記
事
、『
宋
会
要
輯
稿
』
刑
法
六
之
十
六
の

「
治
平
元
年
(一
〇
六
四
）
四
月
三
日
、
左
侍
禁
・
監
温
州
商
税
徐
可
道
、
兵
典
を
し
て
編
敕
を
写
さ
し
む
。
事
既
に
発
す
。
乃
ち
公
用

に
充
つ
と
題
す
。
法
寺
は
私
罪
の
杖
に
断
ず
。
詔
し
て
特
に
改
め
て
公
罪
と
為
す
。」
と
い
う
記
事
、「
民
庶
、
編
敕
を
伝
録
す
る
を
禁

ず
。」
と
い
う
元
祐
三
年
(一
〇
八
八
）
十
二
月
十
八
日
の
詔
(『
宋
会
要
輯
稿
』
刑
法
二
之
三
十
七
）
を
挙
げ
て
い
る
。

し
か
し
、『
慶
元
条
法
事
類
』
所
載
「
雑
勅
」
に
「
私
雕
」、『
長
編
』
巻
一
一
九
の
記
事
に
「
私
写
」
と
あ
る
よ
う
に
、
宋
代
に
禁
止

さ
れ
て
い
た
の
は
、
民
間
人
が
法
典
を
印
刷
筆
写
す
る
こ
と
自
体
で
は
な
く
、
官
民
を
問
わ
ず
、
官
司
の
許
可
を
得
る
こ
と
な
く
勝
手
に

(私
ひ
そ
か

に
）
法
典
を
印
刷
し
た
り
筆
写
し
た
り
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
理
由
は
、
不
正
確
な
法
文
が
出
ま
わ
る
の

を
防
ぐ
こ
と
、
法
典
を
利
用
し
て
金
も
う
け
を
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
法
典
を
自
由
に
印
刷
す

る
こ
と
を
認
め
れ
ば
、
法
典
の
コ
ピ
ー
を
す
る
に
は
筆
写
す
る
し
か
な
か
っ
た
時
代
に
比
べ
て
想
像
も
つ
か
な
い
ほ
ど
多
数
の
人
民
が
法

典
を
入
手
す
る
こ
と
に
よ
り
、
訴
訟
の
数
が
爆
発
的
に
増
加
す
る
こ
と
を
宋
の
政
府
は
恐
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
す
る
と
現
実
に

は
、
法
典
を
印
刷
す
る
許
可
を
民
間
の
本
屋
が
官
司
か
ら
得
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
一
人
の
民
が
、
た
と
え

ば
、
明
法
科
を
受
験
し
ま
す
と
言
っ
て
、
も
よ
り
の
州
県
の
庁
舎
で
『
宋
刑
統
』
の
律
文
お
よ
び
律
疏
を
筆
写
す
る
許
可
を
州
県
の
官
司

か
ら
得
る
こ
と
は
難
し
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
し
て
や
、
一
人
の
民
が
、
自
分
が
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
紛
争
に
関
係
が
あ
る
条
文
だ

け
を
筆
写
す
る
許
可
を
官
司
か
ら
得
る
こ
と
は
簡
単
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
た
だ
し
、
編
勅
に
つ
い
て
言
え
ば
、
仁
井
田
・
宮
崎
両
論

文
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
史
料
を
見
る
限
り
、
元
祐
三
年
時
点
で
は
、
編
勅
を
印
刷
す
る
こ
と
も
筆
写
す
る
こ
と
も
禁
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。

宮
崎
前
掲
「
宋
元
時
代
の
法
制
と
裁
判
機
構
」
は
、「
元
代
に
な
る
と
法
律
書
の
私
蔵
・
出
版
に
関
す
る
禁
令
は
撤
廃
さ
れ
て
、
全
く

旧
中
国
の
法
律
公
開
の
方
法
に
つ
い
て

一
七

(一
七
二
六
)



自
由
に
放
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。」
(二
〇
一
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、『
元
史
』
巻
一
〇
五
、
刑
法
志
、
禁
令
に
「
諸す

べ

て
但お

よ

そ
詔
旨
・
条
画
を
降
す
に
、
民
間
に
て
輒み

だ

り
に
小
本
を
刻
し
て
市
に
お
い
て
売
る
者
は
、
こ
れ
を
禁
ず
。」
と
あ
る
か
ら
、
元
代
で
も
民

間
の
本
屋
が
法
律
書
を
出
版
す
る
に
は
官
司
の
許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
宮
崎
論
文
は
ま
た
「
書
店
が
法
律

書
を
編
纂
し
刊
行
す
る
こ
と
は
、
元
代
に
あ
っ
て
は
、
(中
略
）
別
に
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。」
(二
三
一
頁
）
と
述
べ
、「
民
間
、

自
ら
、
耳
目
の
得
る
と
こ
ろ
の
敕
旨
・
条
令
を
以
て
、
雑
採
し
て
類
編
し
、
刊
行
し
て
帙
を
成
す
。
曰
く
断
例
条
章
、
曰
く
仕
民
要
覧
。

各
家
、
一
本
を
収
置
し
、
以
て
準
縄
と
為
す
。」
と
い
う
大
徳
七
年
(一
三
〇
三
）
の
鄭
介
夫
の
上
奏
文
(『
歴
代
名
臣
奏
議
』
巻
六
十
七
、

治
道
）
を
引
い
て
い
る
。
そ
し
て
、「
さ
れ
ば
元
典
章
新
集
が
、
書
肆
の
手
に
よ
っ
て
編
輯
さ
れ
、
刊
行
さ
れ
て
も
不
思
議
は
な
い
。」

(二
三
二
頁
）
と
述
べ
る
。
宮
紀
子
『
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
出
版
文
化
』
(名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
。
第
Ⅰ
部
第
⚒
章
一
二
六

頁
）
に
拠
れ
ば
、『
元
典
章
』
は
江
浙
行
省
建
寧
路
建
安
県
の
陳
氏
余
慶
堂
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
と
い
う
。

明
朝
で
は
、
民
間
の
本
屋
が
『
大
明
律
』
を
出
版
す
る
こ
と
が
政
府
か
ら
黙
認
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。『
明
憲
宗
実
録
』
巻
一
九
六
、

成
化
十
五
年
(一
四
七
九
）
閏
十
月
甲
戌
条
に
「
巡
撫
南
直
隷
兵
部
尚
書
兼
都
察
院
左
副
都
御
史
王
恕
奏
す
ら
く
、
(中
略
）
近
ご
ろ
在

京
の
書
坊
、
大
明
律
を
刊
行
す
る
に
、
後
ろ
に
会
定
見
行
律
一
百
八
条
有
り
。
何
時
に
て
会
定
す
る
者
な
る
か
を
知
ら
ず
。
(中
略
）
但

だ
四
方
に
流
伝
し
て
未
だ
新
進
の
士
を
誤
つ
有
る
こ
と
を
免
れ
ざ
る
を
恐
る
る
の
み
。
(中
略
）
皆
、
軽
重
、
倫
を
失
す
。
天
下
に
行
う

可
か
ら
ず
。
其
の
板
を
以
て
之
れ
を
毀
た
ん
こ
と
を
乞
う
。
と
。
是
に
至
り
、
法
司
、
会
議
し
、
(中
略
）
書
坊
に
行
し
、
即
ち
に
刻
す

る
と
こ
ろ
の
本
を
将も

っ
て
焼
毀
せ
し
め
、
違
う
者
は
並
び
に
治
む
る
に
罪
を
以
て
せ
ん
と
す
。
之
れ
に
従
う
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
在

京
の
民
間
の
書
店
が
刊
行
し
た
『
大
明
律
』
に
「
会
定
見
行
律
」
と
い
う
名
の
、
い
つ
定
め
ら
れ
た
の
か
も
わ
か
ら
ず
、
罪
刑
の
釣
り
合

い
が
取
れ
て
い
な
い
条
文
が
百
八
条
附
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
板
木
を
焼
き
捨
て
る
よ
う
政
府
が
書
店
に
命
じ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

関
法

第
六
六
巻
五
・
六
号

一
八

(一
七
二
五
)



も
し
民
間
の
本
屋
が
『
大
明
律
』
を
刊
行
す
る
に
は
官
司
の
許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、『
大
明
律
』
が
刊
行
さ
れ
た
後
に
な
っ
て

は
じ
め
て
、
そ
れ
に
「
会
定
見
行
律
」
が
附
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
政
府
が
知
る
、
と
い
う
事
態
に
は
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

も
し
民
間
の
本
屋
が
『
大
明
律
』
を
刊
行
す
る
こ
と
が
黙
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
政
府
が
書
店
に
そ
の
板
木
を
焼
き
捨
て

る
よ
う
命
じ
る
た
め
に
、「
会
定
見
行
律
」
が
『
大
明
律
』
に
附
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
な

お
、『
明
実
録
』
の
こ
の
記
事
は
、
佐
藤
邦
憲
「
明
律
・
明
令
と
大
誥
お
よ
び
問
刑
条
例
」
(滋
賀
秀
三
編
『
中
国
法
制
史
』
所
収
、
東
京

大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
。
四
五
八
頁
か
ら
九
頁
）
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

『
古
今
書
刻
』
上
編
に
拠
れ
ば
、
明
代
、
福
建
省
建
寧
府
の
書
坊
(民
間
の
本
屋
）
か
ら
『
大
明
律
』『
大
明
令
』『
問
刑
条
例
』『
大

明
会
典
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
。

清
朝
で
も
、
民
間
の
本
屋
が
『
大
清
律
例
』
を
出
版
す
る
に
は
官
司
の
許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
史
料
は
見
か
け
な
い
か
ら
、

民
間
の
本
屋
が
『
大
清
律
例
』
を
出
版
す
る
こ
と
は
政
府
か
ら
黙
認
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

三

不
可
解
な
中
田
薫
説

中
田
薫
「「
支
那
律
令
法
系
の
発
達
に
つ
い
て
」
補
考
」
(『
法
制
史
論
集
』
第
四
巻
所
収
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
六
年
。
初
出
は
昭

和
二
十
八
年
。）
は
、
春
秋
戦
国
時
代
の
法
令
に
つ
い
て
、「
今
人
或
は
「
民
可
使
由
之
、
不
可
使
知
之
」
(原
注
。
論
語
、
泰
伯
八
）
の

語
に
よ
つ
て
、
中
国
古
代
の
法
は
秘
密
主
義
で
あ
つ
た
と
説
く
。
こ
れ
は
全
く
此
文
そ
の
も
の
の
意
味
を
曲
解
し
た
謬
説
で
あ
る
の
み
な

ら
ず
、
全
く
史
実
に
反
し
た
臆
断
で
あ
る
（
原
注
略
）。」
(一
七
九
頁
）
と
述
べ
、
春
秋
戦
国
時
代
の
法
は
人
民
に
公
開
さ
れ
て
い
た
、

と
正
し
く
主
張
す
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
一
方
で
、
春
秋
戦
国
時
代
の
「
法
令
は
総
て
君
主
が
臣
僚
に
下
し
た
国
政
執
行
の
準
則
」
(一
六

旧
中
国
の
法
律
公
開
の
方
法
に
つ
い
て

一
九

(一
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四
)



三
頁
）
で
あ
り
、「
君
主
が
賞
罰
の
政
を
行
う
が
為
め
に
、
人
民
を
指
導
し
監
督
し
裁
判
す
る
準
則
と
し
て
、
守
職
の
臣
守
法
の
吏
に
下

だ
し
た
公
法
で
あ
る
。
も
と
よ
り
人
民
は
こ
れ
に
依
て
間
接
に
は
そ
の
権
益
の
保
護
に
浴
す
る
が
、
し
か
し
こ
れ
を
直
接
の
目
的
と
し
た

人
民
の
法
で
は
な
い
。」
(同
頁
）
と
述
べ
る
。

そ
れ
で
は
、
一
体
何
の
目
的
で
人
民
に
法
を
公
開
し
た
か
と
言
え
ば
、
中
田
論
文
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
人
民
を
し
て
法
を
厳
守

せ
し
む
る
が
為
め
に
は
、
法
を
周
知
せ
し
む
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
商
子
は
そ
の
方
法
と
し
て
巻
五
、
定
分
二
六
で
「
為
法
令
、
置
官

置
吏
」
く
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
乃
ち
中
央
に
三
法
官
を
、
各
郡
県
封
地
に
各
一
法
官
を
置
き
、
吏
民
の
法
令
を
知
ら
ざ
る
者
の
質
問

に
応
じ
て
法
規
を
教
え
、
以
て
吏
の
非
法
、
民
の
犯
法
を
防
止
す
る
の
手
続
で
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
原
文
に
譲
り
今
縷
説
し
な
い
。
商

子
は
此
主
法
官
設
置
の
必
要
を
説
い
て
衆
民
に
法
律
教
育
を
施
し
て
、
無
知
犯
法
の
危
険
よ
り
彼
等
を
救
う
為
め
で
あ
る
と
云
う
。
(中

略
）
法
令
を
民
衆
に
悉
知
せ
し
む
る
こ
と
は
徳
治
法
治
に
通
じ
て
絶
対
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
商
子
の
右
提
案
に
よ
つ
て
意
図
す
る
所
は
、

徳
治
に
お
け
る
が
如
く
人
民
を
善
に
導
く
為
め
で
は
な
く
、
又
近
世
に
お
け
る
が
如
く
人
民
の
権
益
を
擁
護
す
る
為
め
で
も
な
い
、
全
く

民
を
し
て
法
を
畏
れ
し
め
る
為
め
で
あ
る
。」
(一
三
一
頁
）

こ
の
よ
う
に
中
田
論
文
は
、『
商
君
書
』
定
分
篇
の
中
で
、
商
鞅
が
法
官
の
設
置
を
提
案
し
て
、
人
民
に
法
を
周
知
さ
せ
よ
う
と
し
た

の
は
、
人
民
に
法
を
畏
れ
さ
せ
、
人
民
に
法
を
厳
守
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
、
と
述
べ
る
。
し
か
し
、
人
民
に
法
を
周
知
さ
せ
て
、
人
民

に
法
を
厳
守
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
法
は
、「
君
主
が
臣
僚
に
下
し
た
国
政
執
行
の
準
則
」
で
あ
る
に
は
と
ど
ま
ら
ず
、
君
主
が
人

民
に
下
し
た
行
為
規
範
で
も
あ
る
こ
と
に
な
る
。

不
可
解
な
の
は
、
中
田
論
文
が
、『
商
君
書
』
定
分
篇
に
記
さ
れ
て
い
る
、「
(法
官
が
）
吏
民
の
法
令
を
知
ら
ざ
る
者
の
質
問
に
応
じ

て
法
規
を
教
え
、
以
て
吏
の
非
法
、
民
の
犯
法
を
防
止
す
る
の
手
続
」
に
せ
っ
か
く
注
目
し
な
が
ら
、「
そ
の
詳
細
は
原
文
に
譲
り
今
縷
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説
し
な
い
。」
と
述
べ
て
、
定
分
篇
の
次
の
よ
う
な
文
章
を
取
り
上
げ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、「
商
子
の
右
提
案
に
よ
つ
て

意
図
す
る
所
は
、
(中
略
）
近
世
に
お
け
る
が
如
く
人
民
の
権
益
を
擁
護
す
る
為
め
で
も
な
い
、
全
く
民
を
し
て
法
を
畏
れ
し
め
る
為
め

で
あ
る
。」
と
い
う
誤
っ
た
意
見
を
主
張
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

【和
訳
】

法
令
の
内
容
を
知
ろ
う
と
す
る
吏
民
は
皆
、
法
官
に
質
問
し
ま
す
。
故
に
天
下
の
吏
民
で
法
律
を
知
ら
な
い
者
は
い
ま
せ
ん
。
吏
は
、

民
が
法
令
の
内
容
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
知
り
ま
す
。
故
に
吏
は
敢
て
非
理
非
法
に
民
を
扱
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

(中
略
）
吏
が
民
に
対
し
て
法
律
に
従
わ
な
い
扱
い
を
す
れ
ば
、
民
は
法
官
に
質
問
し
ま
す
。
法
官
は
た
だ
ち
に
法
律
が
定
め
る
罪
を

民
に
教
え
ま
す
。
民
は
さ
っ
そ
く
法
官
の
言
葉
を
正
し
く
吏
に
伝
え
て
、
法
律
の
規
定
が
こ
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
ま
す
。
故

に
吏
は
敢
て
非
法
に
民
を
扱
お
う
と
は
し
ま
せ
ん
。
(原
文
は
前
稿
前
掲
「
法
令
は
民
の
命
な
り
」
に
掲
げ
て
あ
る
。）

こ
の
文
章
を
読
め
ば
、
商
鞅
が
、
法
官
を
置
い
て
人
民
に
法
律
を
知
ら
せ
る
よ
う
提
案
し
た
の
は
、
官
吏
の
法
律
違
反
に
よ
る
侵
害
か

ら
人
民
を
守
る
た
め
で
も
あ
る
、
即
ち
「
近
世
に
お
け
る
が
如
く
人
民
の
権
益
を
擁
護
す
る
為
め
」
で
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
は
ず
で
あ

る
。
中
田
論
文
は
一
体
な
ぜ
、
こ
の
文
章
を
取
り
上
げ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
不
可
解
で
あ
る
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

旧
中
国
の
法
律
公
開
の
方
法
に
つ
い
て
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